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祐
天
上
人
の
百
回
忌
に
あ
た
る
文
化
十
四
年

（
一
八
一
七
）
、
表
惣
門
が
建
て
替
え
ら
れ
た
。

こ
れ
よ
り
先
の
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）、
御
蔵

前
か
ら
寄
進
が
あ
り
、
や
は
り
建
て
替
え
が
あ

っ
た
が
、
こ
の
た
び
の
修
復
は
、
こ
と
に
上
人

の
一
百
年
御
忌
と
い
う
こ
と
で
、
九
世
祐
東
の

力
の
入
れ
よ
う
は
並
で
は
な
い
。 

 

文
化
十
三
年
十
二
月
、
祐
東
は
御
蔵
前
の
旗

本
な
ど
の
世
話
人
衆
へ
お
も
む
き
、
こ
の
た
び

の
修
復
に
つ
き
内
談
に
及
ぶ
と
、
委
細
は
寺
社

奉
行
に
申
し
上
ぐ
べ
し
と
の
意
見
の
一
致
を
み
、

祐
東
は
た
だ
ち
に
こ
の
事
を
、
寺
社
司
御
月
番

松
平
和
泉
守
へ
、
二
月
十
五
日
、
願
書
に
し
て

提
出
し
た
の
で
あ
る
。 

 

同
二
月
十
七
日
、
和
泉
守
か
ら
役
僧
一
人
を

遣
わ
せ
と
の
呼
状
に
、
欽
然
を
参
上
さ
せ
る
と
、

応
対
の
役
人
川
住
市
右
衛
門
は
、「
先
年
、
表
惣

門
建
て
替
え
修
復
の
節
は
、
奉
行
所
よ
り
見
分

ま
い
ら
れ
候
や
否
や
」
と
、
欽
然
に
尋
ね
た
。 

 

「
前
に
、
建
て
替
え
あ
い
願
い
候
節
は
、
ご

見
分
な
く
し
て
ご
許
可
こ
れ
あ
り
」 

欽
然
が
答
え
る
と
、
追
っ
て
沙
汰
を
待
つ
よ
う

指
示
を
受
け
、
欽
然
は
祐
天
寺
に
帰
っ
た
。 

 

二
十
三
日
、
再
び
呼
状
が
き
た
。
明
二
十
四

日
四
時
、
当
方
へ
役
僧
一
人
を
差
し
向
け
ら
れ

る
よ
う
、
和
泉
守
か
ら
伝
言
で
あ
っ
た
。 

 

二
十
四
日
、
欽
然
が
ま
か
り
出
る
と
、
川
住

市
右
衛
門
は
、 

「
惣
門
修
復
の
儀
、
願
書
の
と
お
り
差
し
許
さ

る
」 

 

こ
う
欽
然
に
申
し
伝
え
た
。 

 

こ
の
吉
報
を
受
け
た
祐
東
は
、
す
ぐ
さ
ま
芝

増
上
寺
の
役
所
に
届
け
、
二
十
五
日
に
は
、
使

僧
を
も
っ
て
御
鳥
見
衆
へ
届
け
出
た
。 

 

現
在
の
表
惣
門
は
、
こ
の
文
化
十
四
年
に
、

上
人
の
百
回
御
忌
の
節
目
と
し
て
建
て
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
爾
来
、
二
百
年
の
星
霜
を
経
て
、

今
な
お
厳
然
と
そ
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
。 

 
表
惣
門
が
初
め
て
設
け
ら
れ
た
の
は
、
享
保

二
十
年
（
一
七
三
五
）
四
月
中
旬
、
上
人
が
入

寂
さ
れ
て
十
七
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。 


